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【定期散布】  

・隣接する園地や収穫中の作物に飛散しないよう十分注意する。 

・ももとネクタリンの混植園は、ネクタリンの防除を実施する。 

 

 

 

散布時期：前回散布から１５日以内 （７月２８日～８月２日頃） 

        ＊除袋間近な場合は、除袋後に散布を実施する。 

 

 

 
 

散布時期：前回散布から１５日以内 （７月２７日～８月１日頃） 

  

散布薬剤： 水            １００㍑ 

展着剤            ２０ml 

ベルクートフロアブル     ５０ml （前日、３回） 

アーデントフロアブル     ５０ml （前日、３回） 
 

対象病害虫：灰星病、黒星病、ホモプシス腐敗病、シンクイムシ類、カメムシ類、(モモハモグリガ)、(アザミウマ類) 

10ａ当り散布量：６００㍑ 

【注意事項】 

① ハダニ類の発生園は、コロマイト乳剤の 1,000倍(7日前、1回)を加用する。 

② アーデントフロアブルに代えて、アーデント水和剤 1,000倍(前日、3回)でもよい。 

散布薬剤： 水            １００㍑ 

展着剤            ２０ml 

ベルクートフロアブル     ５０ml （前日、２回） 

アーデントフロアブル     ５０ml （前日、３回） 
 

対象病害虫：灰星病、黒星病、ホモプシス腐敗病、シンクイムシ類、カメムシ類、ハダニ類、(モモハモグリガ) 

10ａ当り散布量：６００㍑ 

【注意事項】 

① モモハモグリガの発生園は、ノーモルト乳剤 2,000倍(前日、２回)を加用する。 

② アーデントフロアブルに代えて、アーデント水和剤 1,000倍(前日、3回)でもよい。 
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ＪＡ中野市営農センター 

ＪＡ中野市りんご･もも部会 

もも 第１０回 定期防除 

第１０回 定期防除 

散布日  月  日 

散布量     ㍑ 

裏面には、生育情報と除袋目安、腐敗病防除対策が掲載されております。 

散布日  月  日 

散布量     ㍑ 



 

 

 

 

 

 

 

 

1．Ｈ27 収穫始め予想  （次回 7/31 更新予定） 

直前の気象条件により前後します。下表を参考に、果実の状況を見て収穫適期を判断しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
2．除袋目安・・・平岡地区を基準としています。 
 

＊あくまで目安ですので、園地状況を確認し、試し除袋してから作業に入りましょう。 

品種 除袋 目安 

あかつき、なつっこ 収穫 8～10日前 あかつきは早急に除袋。なつっこ 7/30頃までに。 

山根白桃、白桃系 収穫 12～14日前 7/27頃までに。 

川中島白桃、黄金桃 収穫 8～10日前 川中島白桃 8/13頃までに。 黄金桃 8/13頃までに。 

 

 

3．果実腐敗防止対策 降雨が続く場合、系統の違う剤を輪番で使用する。(下表）  

灰星病の耐性菌出現を回避するため同一系統の薬剤を連用せず、異なる系統の薬剤をローテーション散布する。 

も 

も 

薬剤の系統 薬剤名 使用濃度 適正使用基準 使用上の注意事項 

エルゴステロール 

生合成阻害剤（ＥＢＩ） 

スコア顆粒水和剤 

アンビルフロアブル 

オーシャインフロアブル 

インダーフロアブル 
オンリーワンフロアブル 

２０００倍 

１０００倍 

２０００倍 

５０００倍 

２０００倍 

収穫前日まで (３回) 

収穫前日まで (３回) 

収穫前日まで (３回) 

収穫前日まで (４回) 

収穫前日まで（３回） 

１．ベルクート剤は、バラ･メロンに薬害を

生じるのでかからないようにする。 

２．ダコニール 1000、ダコレート水和剤は、

除袋直後に散布すると薬害が発生する場

合があるので注意する。 

そ の 他 

ロブラール水和剤 

ベルクートフロアブル 

ダコニール１０００ 

フルーツセイバー 

１５００倍 

２０００倍 

１０００倍 

１５００倍 

収穫前日まで（３回） 

収穫前日まで（３回） 

収穫前日まで（６回） 

収穫前日まで（３回） 

ネ
ク
タ
リ
ン 

エルゴステロール 

生合成阻害剤（ＥＢＩ） 

スコア顆粒水和剤 

アンビルフロアブル 

オーシャインフロアブル 

インダーフロアブル 
オンリーワンフロアブル 

２０００倍 

１０００倍 

２０００倍 

５０００倍 

２０００倍 

収穫前日まで(２回) 

収穫前日まで(３回) 

収穫前日まで(３回) 

収穫前日まで(４回) 

収穫前日まで(３回) 

１．ベルクート剤は、バラ･メロンに薬害を

生じるのでかからないようにする。 

２．ダコニール 1000、ダコレート水和剤は、

除袋直後に散布すると薬害が発生する場

合があるので注意する。 

そ  の  他 

ロブラール水和剤 １５００倍 収穫前日まで(３回) 

ベルクートフロアブル 

ダコニール１０００  

フルーツセイバー 

２０００倍 

１０００倍 

１５００倍 

収穫前日まで(２回) 

収穫前日まで(２回) 

収穫前日まで（３回） 

 

品種名 南部地区 平岡地区 

白鳳 ７／２３～ ７／２５～ 

あかつき ７／２５～ ７／２８～ 

山根白桃 ８／７～ ８／１０～ 

なつっこ ８／６～ ８／９～ 

晶光(ネクタリン) ７／２７～ ７／３１～ 

果肉の軟化（過熟）によるロスが心配されます。収穫適期を逃さないようご注意ください。 

また、今後の品種の成熟は前年より 5 日程度早いと予想されます。除袋・反射マルチ・葉摘み等の管理 

作業は、遅れることのないように進めましょう。 


